
資料２

区分 事業名 内容 対象 回数
実施予定
時期

男女プラン
事業番号

女性のための
相談事業

男女共同参画社会の実現に
向け，女性の持つ悩みや訴え
に応じ，自分自身の力で解決
していけるように適切な助言
や援助を行う相談を実施する
もの。

原則として
調布市内
に在住，在
勤又は在
学する女
性

随時 年間 11

グループ相談
事業

同じ悩みを持つ参加者が専門
家を交えて話をすることで，
気持ちが楽になり問題解決の
糸口を見つけられるようにす
るもの。子育て中のパパ・ママ
やシングルマザー，これから
働く女性を対象にしたものな
どを企画予定。

一般女性
※企画ご
とに設定

8 年間 3，23，38

生理用品配布

生活福祉課・総合防災安全課
と連携し，防災備蓄品を活用
して，必要な方に生理用品の
配布を行うとともに各種相談
の周知を図り，困りごとの解
決につなげるもの。

原則として
調布市内
に在住，在
勤又は在
学する女
性

随時
※一人お
おむね月
に１回配
布を想定

年間 11

男性のための
相談

家庭生活や仕事，その両立に
悩みを抱える男性の孤独・孤
立を防ぐため，男性が悩みを
打ち明けられる相談事業を実
施するもの。

原則として
調布市内
に在住，在
勤又は在
学する男
性

12 年間
30，(４２※)
※関連事業

男女共同
参画推進
事業

講座等

男女共同参画意識の啓発に
資する講座を実施するもの。
子育て中の父母を対象とする
もの，防災対策における女性
の役割等に関するものなどの
ほか，男性に焦点を当てた企
画を予定。

一般 5 年間 3

女性活躍
推進事業

38，39

市民協働
事業

男女共同参画
推進フォーラ
ム

人材の発掘や育成，市民同士
の交流やネットワークの形成
を図るため，市民団体との協
働で企画し，市民団体の活動
発表の場を設け，男女共参画
について考える場とするも
の。

一般 1 6月 44，45

団体等支
援

団体・グループ
相談活動費補
助金

男女共同参画社会の実現を
目指し，広く市民の男女平等
意識の啓発・普及や女性の社
会参画等の推進事業を行う
市民活動団体に対し，１の活
動につき５万円を上限として
補助金を交付するもの。

団体・
グループ

随時 年間 45

※女性活躍推進法に基づく協議会（センター運営委員会）にて協議のうえ，決定

相談事業
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区分 事業名 内容 対象 回数
実施予定
時期

男女プラン
事業番号

講座等

配偶者暴力防止にちなんだ講
座を実施するもの。パート
ナーとの関係やコミュニケー
ションに関するものなどを企
画予定。

一般 1 11月 6

パープルリボ
ン着用による
啓発事業

女性に対する暴力根絶のシン
ボルマークであるパープルリ
ボンを市の職員等が着用する
ことで，暴力を許さない意識
を共有するとともに，暴力根
絶に向けた市の姿勢を示すも
の。

職員 1 11月 6

展示

あらゆる暴力の根絶に向けた
意識啓発に向け，テーマに即
した製作物やＤＶ，デートＤＶ，
ＪＫビジネス等防止のパネル
を展示するもの。

― 1 11月 6

パートナーシッ
プ宣誓制度

多様な性的指向・性自認の方
の生活上の不便の軽減を図
り，多様な生き方，暮らし方が
できる社会の形成に向け，
パートナーシップ関係のおふ
たりから宣誓・届出があった
ことを証明するもの。

双方又は
いずれか
一方が多
様な性的
指向・性自
認である
市民

随時 年間 5

（仮称）多様な
性に関する相
談

多様な性的指向・性自認の方
の生活上の悩みや訴えに応
じ，自分自身の力で解決して
いけるように適切な助言や援
助を行う相談を実施するも
の。

原則として
調布市内
に在住，在
勤又は在
学

６回 下半期 5

講座等
多様な性への理解向上につな
がる講座等を実施するもの。

一般 ２回 年間 5

図書・情報コー
ナー

男女共同参画・多様な性に関
する知識の醸成に寄与するた
め，センター内に図書等を配
架し，利用者の閲覧・貸出しに
供するもの。

― 随時 年間 41

しぇいくはんず
通信発行

男女共同参画に係る情報を
広く市民に周知するための広
報紙を作成・配布するもの。

― 1 年間 3，6

職員意識
啓発

職員向け情報
誌発行

職員の男女共同参画意識の
醸成のため，職員向け広報誌
をグループウェアで発行する
もの。

職員 随時 年間 3

情報発信

多様性社
会推進事
業

配偶者暴
力等防止
事業
（パープ
ルリボン
プロジェ
クト）


